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副理事長

山本　光憲

　2022年度もまもなくゴールを迎えます。
　コロナ禍に加えロシアのウクライナ侵攻や
それに伴う物価の高騰など歴史と社会を揺る
がす出来事が強く印象に残る一年でした。一
方で北京五輪やサッカーＷ杯での日本代表の
大健闘は閉塞感漂う社会に夢と希望と勇気を
与えてくれたように思います。目標に向かっ
て真剣に取り組む姿は、何事においても他者
に感動を与えるものだと再認識しました。
　本学では、感染症対策に万全を期して大学
の使命である教育・研究・社会貢献活動に取
り組んだ一年でした。教育研究活動の高度化
や SDGs に資する学内 DX 化を推進するとと
もに、地域との交流拠点である交流プラザの

拡充（TAG-RI-BA の開設）にも努めました。
もちろん、その中心にいたのは常に学生であ
り、今年度も多くの学生が地域社会で、スポー
ツや芸術の分野などで、大いに活躍してくれ
ました。そして 3 月卒業式、本学での学びを
通して成長した学生たちが社会に巣立ってい
きます。
　VUCA（「Volatility（変動性）」「Uncertainty

（不確実性)」「Complexity（複雑性）」「Ambiguity
（曖昧性）」）の時代と称される社会において、
建学の精神「全人的自立」のもとで育った学
生たちが、社会や多くの人々に夢と希望と
勇気を与える躍動の一年となることを願いま
す。

夢と希望と勇気を与える一年に

　コロナ禍や戦争という予測が困難な社会・
世界状況の中、学生の皆さんは、急な遠隔
授業への対応や厳しい条件下での学外実習な
ど、制限の多い大学生生活を強いられたと思
います。卒業式、入学式では、コロナ感染対
策を行いながら、その門出、入学を同僚は勿
論、友人や家族の方々、そして教職員も一緒
に祝えることを祈念しています。
　一方、大学全体ではオンライン授業や
Zoom 会議等、新たな教育・業務スタイル
が、予期せぬ形で進行・実現することにもな
り、遅れていた本学の ICT 環境は急速に改善
され、最も進んだ教育・業務環境の構築がな

されようとしています。更に、教育の中身・
手法も社会の要請・次代に先駆けたものに変
革（学科等の改新や新分野の創設も含め）を
していかなければ、本学の成長はないと思い、
検討を進めています。
　四国大学は、2025年学園創立百周年を迎え
ます。これまでの 100年の歴史を振り返ると
ともに、これからの 100年に向けて、一層の
教育の質の向上・充実を基盤に、自立し、チャ
レンジ精神に富む優れたグローバル人材の育
成、学生満足度が高い大学、更には、SDGs
やGXの取り組みを通したサステナブル社会
の実現に貢献していきます。

現状を前向きに克服し、更なる発展を目指して

学長

松重　和美
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会長あいさつ 
　時はアフターコロナの時代に移りつつあり
ます。学生の皆様にとっては、コロナ禍での
学生生活が大半を占めるようになりました。
見守ってこられた父母会の皆様方の想いは複
雑でしょう。「学生時代は、もっと自由に交流
を深めて欲しい。」そんな気持ちの方も多いと
思います。
　「雪に耐えて梅花麗し」。コロナ禍の経験を
経た若い力は、それを凌駕する新しい発想を
持たれることに期待します。オンラインでの
授業やコロナ禍でのふるまい、就職活動を遠
隔で行うことなど様々な新様式を経験したこ
とと思います。これらの体験の中で幾つかは、
新しい時代の標準となってくることでしょ

う。若い感覚でこれらの事を吸収し、新たな
活用を為して欲しいと思います。「新しい景
色」を創るのは若い力です。
　四国大学では、オンライン授業はもちろん、

「TAG-RI-BA STUDIO」を開設してライブ
配信設備を充実させるなど先鋭的な取り組み
をしています。時代に即した環境づくりの実
践に感謝しています。
　父母会としては、3 年ぶりにリアルな場で
の評議員会や総会、地区懇談会を開催するこ
とができました。いつも父母会活動にご理解
をいただきありがとうございます。今後も、
ご意見をいただければありがたく存じます。

　令和 4 年 6 月 5 日（日）10 時 30 分から共通講義棟 R101
教室にて「令和 4年度四国大学父母会第 1回評議員会」、13
時から「令和 4年度四国大学父母会総会」を開催いたしました。
昨年度はコロナ禍で中止となりましたが、今年度は役員同士の
相互交流とともに、新入生保護者の不安等を少しでも和らげ
るべくできる限りの感染症対策を講じて対面で実施しました。
山﨑和喜会長の挨拶の後、松重和美学長が挨拶を述べ、続い
て前年度事業報告及び決算報告、役員改選を行い、退任役員
へ松重和美学長より感謝状と記念品が贈呈されました。その
後、新会長の長尾辰彦会長が議長を務め、令和 4年度事業計
画及び予算の審議が行われ承認されました。議事終了後、松
重和美学長より「大学の現状と最近の取組について」、中田寛
志学生支援担当部長より「学生生活について」、須見力就職キャ
リア支援部長より「就職状況について」と題して大学の現状
報告が行われました。総会終了後には、各学科・科・専攻ご
とに、会員（父母）と教員による個別面談が実施されました。

　令和4年 11月12日（土）午前10時 30分から共通講義棟 1階
R102 教室にて、長尾辰彦会長はじめ役員・評議員、大学側
から佐藤一郎理事長・松重和美学長はじめ関係者48名出席の
もと、第 2回評議員会を開催しました。長尾辰彦会長の挨拶
の後、松重和美学長が挨拶を述べ、議事に入りました。議事
では、長尾辰彦会長の議長のもと、小山勉良学生支援課長よ
り「父母会の活動状況」、「大学教育の支援事業」について報
告がありました。議事の後、松重和美学長より「大学の概要
と最近の取組みについて」、及び中田寛志学生支援担当部長
から「より充実したキャンパスライフに向けて」の現状報告
がありました。また、評議員会当日は芳藍祭期間中でもあり、
出席された評議員の皆様も学生の屋内展示・演技発表等を観
覧されました。

　令和 4年度地区別父母懇談会を 3年ぶりに沖縄県地区をは
じめとして、香川県・中国（広島県）地区、高知県・愛媛県地
区で開催いたしました。コロナ禍ではありましたが各会場に
は、会員（父母）の皆様をはじめ長尾辰彦会長、古堅佳奈子副
会長（沖縄）、谷陽子副会長（高知）、中山淳副会長（愛媛）にご
出席をいただきました。
　長尾辰彦会長、松重和美学長の挨拶の後、全体会・懇談会
が開催されました。全体会では、松重和美学長をはじめ中田
寛志学生支援担当部長、須見力就職キャリア支援部長、大住
満寿夫主幹、横井祥人課長補佐より大学の現状報告を行いま
した。会員（父母）の皆様は熱心に視聴され、有意義な会となり

ました。全体会後は、各学科に分かれ、個別面談を行うことで、
先生方と父母の皆様の学生理解の良い機会となりました。

会長

長尾　辰彦

令和 4年度四国大学父母会第 1回評議員会及び総会

第 2回評議員会

地区別父母懇談会

沖縄県地区父母懇談会 R5．6．25（日）
香川県地区父母懇談会 R5．8．26（土）
中国地区父母懇談会 R5．8．27（日）
高知県地区父母懇談会 R5．9．2（土）
愛媛県地区父母懇談会 R5．9．3（日）

令和 5年度　地区別父母懇談会日程（予定）

令和4年度　父母会だより
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　本年度、第 62 回 四国大学芳藍祭は新型コロナウイルス
感染症 （COVID-19）予防対策を取りながら、令和 4 年
11 月 12 日（土）、13 日（日）に一般公開にて開催いたしま
した。企画イベント（THIS IS ME.）では、パフォーマンス・
ダンス・歌唱と各部門による発表があり、コンサートライブ
では、LONGMAN、古墳シスターズによるアーティストラ
イブ・海上自衛隊 呉音楽隊によるコンサートが開催されま
した。本祭では屋内発表、演技発表が行われ、熱の入った
演技や展示で大学祭は大いに盛り上がりました。

第62回

芳藍祭 SHIKODAI×FAMILY

2022. 11 / 12.SAT・11 / 13.SUN

四国大学
・四国大

学短期大
学部

～ prove your 藍 & show it ! ～
第62回第62回　　芳藍祭芳藍祭

SHIKODAI × FAMILYSHIKODAI × FAMILY
～ prove your 藍 & show it ! ～～ prove your 藍 & show it ! ～

海上自衛隊呉音楽隊はとてもすばらしかったです。

運営さん、おつかれさまでした。
楽しい学園祭でした。

初めて藍染の作品を見ました。
どれも素敵でした。

茶道部茶道部

学生ボランティア活
動支援室

学生ボランティア活
動支援室

コスプレ部コスプレ部
手話部手話部

ボードゲーム同好会ボードゲーム同好会

～描いて撮ろう～みんなで完成を～描いて撮ろう～みんなで完成を
　　　目指すインスタ映えスポット　　　目指すインスタ映えスポット

芳藍祭運営委員会の皆さん芳藍祭運営委員会の皆さん

人間生活科学科4年・3年人間生活科学科4年・3年

海上自衛隊呉音楽隊海上自衛隊呉音楽隊

ダンス部ダンス部
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総合部門 同窓会会長賞

屋内発表部門 最優秀賞
国際文化学科 3 年× DISAC × JAL

演技発表部門 最優秀賞
ジャグリング部

書道部

沖縄県人会

屋内発表部門 優秀賞
人間生活科学科　公認心理師コース

久しぶりに見て、
感動しました。

にぎやかで、学生さんが輝いていました。
活気があり、良かったです。展示品やメイクアップ講座が

新鮮で楽しかったです。

パフォーマンスが凝っていて
面白かったです。

大人数の迫力が良かったです。
笑顔がステキでした。

楽しんで
見ることが
できました !

演技発表部門 優秀賞演技発表部門 優秀賞

書道パフォーマンスかっこよかったです。
迫力があってよかったです。

さすが四国大学書道部。

BGMと演技がよく
マッチしていました。

阿波踊り部

子どもが制服を
着せてもらえて
満足そうでした。

VR体験のやりとりが
新鮮で驚きました。
飾り付けが

可愛かったです。

世界の空港の紹介が
写真であり、面白かっ
たです。
CA体験が楽しかった
です。

心理テストの
結果がとても当てはまって
いて楽しかったです。

心理検査の体験を通して、自分のことを少し客観的に見る
ことができました。丁寧に説明してもらえて、とても分か
りやすかったです。自分の性格が分かりました。

優しい解説で楽しい
時間を過ごせました。
体験型の発表が
良かったです。

一般公開観覧者からのメッセージ !!一般公開観覧者からのメッセージ !!

阿波踊りもエイサーも
楽しそうでとても良かったです。
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ダンス部門パフォーマンス部門 歌唱部門
i DHAPPY MAKERS

前 夜 祭

屋内発表部門 感動賞

演技発表部門 感動賞

屋内発表部門 創作賞

演技発表部門  創作賞

看護学科

吹奏楽部

健康栄養学科

エアロビック・チアダンス部

がん検診に
ついて詳しく
分かりました !

がん検診についての意識が高まった。講演会も良かったし、
ホームカミングデーも楽しかったです。

すごい格好が
良かったです。

素敵なパフォーマンスでした。
ダンスを見て元気が出ました。
演技が凄かったです !

団体の演奏はすごく
かっこよかったです。
元気をもらいました。

あやみとまなみ。

屋内発表部門 努力賞
手づくりおもちゃ部

アイディア
が練られて

いて感心し
ました。

子どもたちが
すごく楽しく遊べました !

子どもができたら一つほしい !

楽しそうな雰囲気が良かったです。
学生さんの対応が良く、
子どもが笑顔でした。

演技が揃って
キレイでした。

感動しました。みんなで揃った踊りが
良かったです。元気がでる演技でした。

ラスト
パフォーマンス
らしかったです。

児童学科4年
演技発表部門  努力賞演技発表部門  努力賞

パウンドケーキ
良かったです。

エアロビも

皆かわいかったです
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◦ 陸上競技部 ◦
第38回U20日本陸上競技選手権大会
U20男子ハンマー投優勝！　　
　令和 4 年 6 月 9 日（木）～ 12 日（日）
に「第 38 回 U20 日本陸上競技選手
権大会」が大阪府で開催され、U20
男子ハンマー投に出場した喜多翼（経
情 1）が優勝し、自身初の全国制覇を
果たしました。また、同日に日本最高
峰の競技会である「第 106 回日本陸上競技選手権大会」
も開催され、木村美海（メディア 4）が女子走幅跳に初出
場し、4 位に入賞しました。木村は、令和 4 年 4 月 15
日（金）～17 日（日）に神奈川県で開催された「2022 日本学
生陸上競技個人選手権大会」でも 2 位に入賞しています。
　令和 4 年 9 月 9 日（金）～ 11 日（日）には学生最高峰
の競技会である「天皇賜杯 第 91 回日本学生陸上競技
対校選手権大会（全日本インカレ）」が京都府で開催され、
男子円盤投において三田穂貴（日文 4）が 5 位に入賞し、
自身初入賞を果たしました。また、女子七種競技に出場
した百々市雛（児童 3）が 4872 点をマークし、徳島県記
録を更新しました。徳島県記録の更新は 20 年ぶりの快
挙です。全日本インカレにおいて、
本学は今年で 7 年連続入賞を果た
しました。今後も連続入賞を継な
げられるよう努力していきます。
　今年度は 1 つの全国優勝、6 つ
の全国入賞を果たすことができました。応援ありがとう
ございました。

◦ バレーボール部 ◦
令和４年度 四国地区 大学三大大会
制覇！
　令和4年10月21日（金）
～ 22 日（土）に「第 58 回
四国大学バレーボール秋
季リーグ戦」が高知県で
開催されました。Ⅰ部で
全勝優勝し、春季リーグ戦および四国インカレに続き、
四国地区における大学三大大会を制覇、四国の頂点に立
ちました。
　春季リーグと秋季リーグともに優勝したことにより、
四国学連からの出場枠が 2 大学と限られている「第 69
回秩父宮妃賜杯全日本バレーボール大学女子選手権大会

（全日本インカレ）」の出場権を獲得しました。大会では、
全国の強豪チーム相手に善戦、健闘しました。
　また、令和 4 年 12 月 24 日（土）～ 25 日（日）に福岡
県で開催された「西日本大学バレーボール学連女子選抜
対抗戦」には、四国学連選抜メンバー 14 名の内、本学
から 6 名が選出されました。チームの中心選手として
活躍、貢献し、多くの学びを得ました。
　他の競技種目に比べ、大会参加大学数の多さや歴史あ
る強豪大学がひしめいているなかで着実に実績を残して
おり、更なる結果を求めて邁進しています。

◦ 弓道部 ◦
第66回 西日本学生弓道選手権大会
33年ぶりに西日本を制覇！
　令和 4 年 5 月 28 日（土）～29
日（日）に「第 66 回西日本学生弓
道選手権」が岡山県総合運動公
園体育館（Zip アリーナ）で開催さ
れ、女子団体で中山亜莉沙（人間
4）・武市𥙿子（人間 3）・菊地陽
奈江（児童 2）・木下恵（管栄 2）・
吉廣木乃香（看護 2）が決勝リーグ
戦 5 勝 2 敗 70 中で前回優勝（平成 4 年第 33 回大会）か
ら 33 年ぶりに優勝しました。また、「第 70 回全日本学
生弓道選手権（8 月・東京）」はベスト 8、「第 68 回中四
国学生弓道選手権（10 月・愛媛）」は 4 年連続で優勝、「第
46 回全日本学生弓道女子王座決定戦（11 月・伊勢）」は
ベスト 4 という好成績をあげることができました。
　来年度は全ての大会で上位入賞ができるように日々、
真面目に素直に休まずに練習に取り組んでおりますの
で、今後も活躍が期待されます。

◦ 女子サッカー ◦
第31回 全日本大学女子サッカー選手権大会四国大会
優勝！
　令和 4 年 11 月 5 日

（土）に徳島スポーツビ
レッジで「第 31 回全
日本大学女子サッカー
選手権大会四国大会」
が行われました。四国
大学が、徳島文理大学に 2-0（2-0　0-0）で勝利し四国地
域代表としてインカレ全国大会に出場することとなりまし
た。
　8 年連続 8 回目の出場となる大会で目標であるベスト 8
を目指し、日々トレーニングに励んでいます。

◦ 女子ラグビー ◦
第77回 国民体育大会 いちご一会とちぎ国体
5位入賞！
　令和 4 年 10 月 5 日（水）～
6 日（木）に「第 77 回国民体
育大会いちご一会とちぎ国
体」が栃木県の佐野市運動公
園で開催され、四国大学が単
独チームで出場した徳島県は、
徳島県女子ラグビー史上初の 5 位入賞を果たしました。
　また、4 月から 6 月にかけて埼玉県、静岡県、三重県、
青森県の全国 4 箇所で開催された女子ラグビー国内最高
峰「太陽生命ウィメンズセブンズシリーズ 2022」では、
目標の総合 8 位には届きませんでしたが、昨年より順位
を 1 つ上げ 10 位という成績でシリーズを終えました。
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　令和 4 年 7 月16 日（土）～17 日（日）に埼玉県で開催され
た「第 9 回大学女子 7 人制ラグビーフットボール交流大会」
では、同大会過去最高の第 3 位という結果で終えることが
できました。

◦ ソフトテニス ◦
西日本学生ソフトテニス選手権大会 女子大学対抗戦
創部初の「西日本一」および「日本一」を達成！
　令和 4 年 7 月 2日（土）～ 6日（水）に愛媛県今治市におい
て開催された「西日本学生ソフトテニス選手権大会」の女子
大学対抗戦において、強豪の関西学連の大学との連戦を制
して、見事に創部初の『西日本優勝』を成し遂げました。
　また、令和 4 年 11 月 23日に神奈川県小田原市において

開催された「全日本学生
選抜ソフトテニスインド
ア大会」女子の部におい
て箱崎愁里（児童 3）・藤
城みちる（管栄 3）が優勝
し、こちらも創部初の『日
本一』を達成しました。どちらの大会も、本学はもちろん四
国地区の大学が栄冠に輝くのは歴史上初の快挙です。
　男子においても、11 月に行われた「九州・中国・四国三
地区学生ソフトテニス選手権」において団体戦および個人
戦で北岡聖大（経情 2）・加藤洸太郎（メディア 2）が 3 位入
賞し、また12 月に行われた「四国学生選抜ソフトテニスイ
ンドア大会」において同じく北岡・加藤が優勝（2 連覇）を果
たすなど躍進し、男女ともに実りのある1 年となりました。

第106回　二科展デザイン部門
　2022年　第106回二科展デザイン
部門の公募があり、デザインコース
４年生の粟飯原　稜さんの作品が奨
励賞を受賞しました。粟飯原さんは
今までに連続５回の入選、そして今
回の奨励賞と素晴らしい結果を残し
ました。作品は、令和 4 年9月7日

（水）～19 日（月）の期間、東京・国
立新美術館で展示されました。

第28回　放美展デザイン部門
　2022年　第28回放美展でデザインコース３年生　斎
村　美侑さん・栃谷　日菜子さんとデザインコース４年生
の粟飯原　稜さんの３名が優秀賞を受賞しました。その
他、洋画部門・写真部門を含め出品者 15 名全員が受賞・
入選し、今までにない結果を残しました。
　作品展は、令和 4 年 5 月 2 日（月）～ 5 日（木）の４日間、
あわぎんホールで開催されました。

英語スピーチコンテスト
　全学生対象の英語スピーチコンテスト「吉野川杯」およ
びレシテーションコンテスト「眉山杯」が、令和 4 年 12
月 6 日（火）、本学国際文化館 L201（Zoom 同時配信）にて
開催されました。今
年もコロナ感染症
対策として縮小開
催となりましたが、
オリジナル・スピー
チ部門と、昨年から

復活した課題スクリプトを暗誦するレシテーション部門を
合わせ、全学から14 名の参加がありました。それぞれが
日頃の練習の成果を披露しあい、審査の結果、各部門で以
下の学生が表彰されました。祝意を表すと同時に、参加者
全員の今後一層の活躍を期待したいと思います。

スピーチコンテスト「吉野川杯」
第１位　 Ms Momoka Sakamoto,

“Equal Relationship with Children”（児童２年）
第 2 位　 Ms  Nao Kotani, “Barrier-free Mind”（国際 2 年）
第 3 位　  Ms Nguyen Van Thanh,  

“Listen More!”（国際 3 年）
レシテーションコンテスト「眉山杯」
第１位　Ms Nodoka Minamino, 

“Severn Suzuki’s speech” （児童２年）
第２位　Ms Ayumi Nishioka, 

“Severn Suzuki’s speech”（看護 4 年）
第３位　Ms Kokomi Takashige, 

“Severn Suzuki’s speech”（健栄 1 年）
特別賞　Ms Yuka Shinohara, 

“Severn Suzuki’s speech”（国際 1 年）

第27回　全日本高校・大学生書道展
　令和 4 年 8 月23日（火）～28日（日）の 6 日間、兵庫県
民会館において公益社団法人日本書芸院・読売新聞社「第
27回全日本高校・大学生書道展」が開催されました。本
書道展は日本の優れた伝統文化である「書」の発展と、
次世代を担う若者の育成を目指す学生書道のグランプリ
といわれており、本学の書道文化学科が大学（団体）の部
で 7 度目の最優秀校（全国 1 位）に選ばれました。個人各
賞には計60名（全68点）が入賞し、書道展大賞は【漢字】
河野幸太（4 年）、丸野真愛（3 年）【かな】田村優奈（4 年）、
元木紀世美（4 年）、新城大稀（3 年）、【調和体】勝瀬樹（4
年）が受賞しました。
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、昨年に引き
続き授賞式は中止となりましたが、書道展大賞・書道展
賞に選出された作品は公
益社団法人日本書芸院 HP
にて、VR で現在も無料
公開されており、どなた
でも展示会場を自由に移
動して作品を見学してい
ただけます。

文化系クラブ・芸術分野での活躍文化系クラブ・芸術分野での活躍

粟飯原　稜（デザイン4年）

奨励賞

優秀賞 優秀賞
優秀賞

斎村　美侑
（デザイン3年）

栃谷　日菜子
（デザイン3年）

粟飯原　稜
（デザイン4年）

©©読売新聞社読売新聞社
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　四国大学では
1979年（昭和54
年）から徳島の
伝統文化・産業
である「藍」を
教育・研究に取
り入れてきまし
た。当時の家政
学科で染色化学
の授業を担当さ
れた野田良子先
生（現四国大学
名誉教授）が授業の一環として始められた活動が、やが
て大学を特徴づける取り組みとして認められ、1991 年

（平成 3 年）に現在の藍の家が竣工されました。2017 年
（平成 29 年）には私立大学研究ブランディング事業と
して採択され「『阿波藍』の新たな価値創造を目指した
文化的・社会的研究及びその魅力発見・人材育成拠点」
として活動が広がっています。
　2021年で30周年を迎え、今年度は藍の家の所蔵する
藍染作品を撮影し、作品の解説および、藍の家設立の経
緯や取り組みへの想いを含めた記念図録「藍の家」を出
版いたしました。表紙には徳島県藍染研究会の有志、学
生ボランティアが染めた藍布を使用し製本しました。
　芳藍祭に合わせて令和４年11月12日（土）には出版記
念式典も行われ、学長、理事長をはじめ学内関係者、野
田良子先生、卒業生の方々など多くの方にお集まりいた

だきました。
　記念図録の制作にあたり学際融合研究所をはじめ、
社会連携推進課、そのほか多くの方にご協力いただき
ました。心より御礼申し上げます。
　支えてくださる方々とともに、これからも「藍の家」

は教育研究・地域
貢献の拠点として
の役割を果たして
参ります。

　学校法人四国大学は、2025年（令和7年）に創立100周
年という大きな節目を迎えます。
　本法人が設置する四国大学、四国大学短期大学部は、
建学の精神「全人的自立」を掲げ、社会で活躍するた
めの基盤となる知識と実践力を備えた人材の育成に取
り組んできました。
　変化の激しい時代の中で、先進的地域貢献大学とし
て、人と人、人と地域をつなぎ、人と地域を核として
新たな価値創造に挑みます。
　四国大学では来たる 100周年に向けて、さまざまな
記念事業を展開していきます。
　皆さまのご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。

四国大学の挑戦、100年後の未来へ。

　本学園の「針と糸」から始まるつむぐ、つながる、はばたくストーリー。
　「剛く鋭い針（壁を突破せんとする強い意志）」と「しなやかで丈夫な糸（柔
軟な感性や丈夫な身体）」がないと「縫い物（人が成し遂げるべき物事）」は成
り立ちません。剛い針に通された糸が二次元のリボン（人）となり、やがてルー
プし三次元へと進化。縁や連携を象徴する「和」＝「輪」を描きます。さらに
２本となったリボンの輪は、建学の精神を「全人的自立」に昇華させた四国大
学の男女共学化を表現。そして学園創立から100年後の2025年、細い１本の糸
（佐藤カツ初代理事長の想い）は、徳島の県鳥「しらさぎ」と、大学に集う学生
や教職員の多様性、DXをイメージした「未来の翼」となり、次の100年へ向か
い四国徳島の大空に羽ばたきます。

学長挨拶

野田先生挨拶

理事長挨拶

藍の家30周年を迎えて
人間生活科学科　准教授　有内  則子

学校法人四国大学 100周年記念事業
ロゴマーク・スローガン学校法人四国大学は、2025年（令和７年）に

学園創立100周年を迎えます。

創立100周年、そして未来に向けて
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　大学生の就職活動については、2020 年 3 月から影
響が顕著となった新型コロナウィルス感染拡大により、
大きく翻弄されながら 3 年目を迎えています。
　従来実施されていた大規模な企業説明会の中止を皮
切りに、対面での説明会や就職試験等を避ける風潮が
拡大し、就職活動の有り様が大きく変化しました。
　インターネット環境を利用したオンラインによる会社
説明会や面接試験が実施されるようになったのも、こ
の度のコロナ禍によるものでした。当初は学生側・企
業側ともにその利用方法等について不安視する時期も
ありましたが、情報インフラが整った現代社会でもあ
り、その利用頻度の高まりとともに運用の手軽さから
地理的隔たりが解消でき、遠隔地間の就職活動も活発
になりました。
　反面、ウェブ利用の弱点も露呈されました。以前よ
りその運用が不安視されていましたが、就職活動中の
学生になりすまして第三者が受験する「替え玉」事件
が発生しました。マイナビの実施したアンケート調査
によると 2023 卒の採用試験では上場企業の 79.9％
がウェブ型の実施を予定しており、ペーパー型の
15.4% を大きく上回っているとの回答でした。コロ
ナ禍で多くの学生が就職試験に臨み、その中から安全
に効率よく学生の力量を図るための手段ではあります
が、学生の倫理観と今の日本社会の就職活動の在り方
について考えさせられる問題でもありました。
　今の若者は、「Z 世代」と表現されています。10 代
から 20 代前半の若者のことを指す言葉ですが、生ま
れた時からインターネット環境が整っていたことから、
「デジタル・ネイティブ」ともいわれ、ネットによる受・
発信能力が非常に高い世代ともいわれています。人生
のたいへん重要な時期に、コロナ禍という大きな災難
にみまわれたことはたいへん不幸な巡り合わせではあ
りますが、「Z世代」の若者だからこそ乗り越えること
ができるのではないかと思います。

　また、この世代は少子化の影響もあり人口が少ないの
も一つの特徴です。その結果現在も売り手市場が続いて
おり、積極的な就職活動により自分の望む就職先が手に
入りやすい環境が継続しています。時代の流れをしっか
りと捉え、将来を見据えてもらいたいと思います。
　このような時代に柔軟に対応し、希望企業への内定
を得るためにしていただきたいことがあります。それ
は、就職キャリア支援課が行うガイダンスやセミナー
にすべて参加することです。就活生として、どのように
準備し、どのように行動するのか、具体的な動き方を
学ぶのが、就職キャリア支援課が行うガイダンスやセ
ミナーです。また、就職に関する相談や悩みは、個別
にキャリアセンター職員、キャリア相談員（公認心理士・
臨床心理士・キャリアカウンセラー）がお答えします。
　次の別表には、令和 4年度に実施した主な就職支援
関係行事を示しています。その中から 3つピックアッ
プしてその内容を簡単に紹介します。

◇ SPI 対策講座（実施日：8月25・26日）
　�　就職試験の第一段階
は、能力検査と性格検査
です。各企業が利用する
代表的な試験として、SPI
（Synthetic�Personality�
Inventory）があります。
㈱リクルートより講師を
お招きし、2日間にわたって実施しました。検査の形
式を認識し、多くの問題を解くことが大切です。

◇学内企業研究会（実施日：12月 7日）
　�　学生の業界・職種・企
業研究をより一層深める
ために、毎年実施してい
ます。今年度の実施につ
いては、コロナ禍での 3
年目の開催となりました
が、感染対策を徹底して
実施しました。本年度も各企業の仕事内容説明の後質
疑応答が行われ、充実した研究会となりました。なお、
参加事業所は95事業所、参加学生数は213名でした。

◇保護者対象就職講演会（実施日：11月12日）
　�　芳藍祭にあわせて、例
年実施しています。講師
として、㈱ダイヤモンド・
ヒューマンリソースより
降矢一朋氏をお招きし、
演題「現在の就職活動と
は？最新採用事情と保護
者と就活」としてご講演をいただきました。また、現
在内定を得ている大学 4年生 6名、短大 2年生 1名
より、それぞれが体験した就職活動についてお話を
していただきました。

　�　私たちキャリアセンター職員は、皆さん全員が希望
の進路に進めるよう日々支援を惜しみません。もし、
進路選択で分からないことがあったり、就職活動に行
き詰まったり悩んだりしたときは、ぜひＡ館2階のキャ
リアセンターに足を運んでください。

キャリアセンターだよりキャリアセンターだより

（別表）就職支援関係行事
月 行　　事
4月 学科別オリエンテーション

5月
第1回就職ガイダンス
インターンシップセミナー①

6月 公務員対策ガイダンス

7月
自己分析・エントリーシート作成講座
インターンシップセミナー②

8月 SPI対策講座①、②

9月
教員・公務員対策夏季特別講座
業界・職種・企業研究セミナー

10月
教員対策ガイダンス
第2回就職ガイダンス
第1回四国大学ジョブセミナー

11月

第2回四国大学ジョブセミナー
保護者対象講演会
学内企業研究会事前セミナー
自己PR・エントリーシート作成講座

12月
学内企業研究会
就活応援セミナー (Web面接対策講座 )

1月 第3回就職ガイダンス

2月
グループディスカッション・集団面接対策講座
就活直前セミナー
就活トライツアー直前セミナー

3月
就活トライツアー
教員・公務員対策春季特別講座
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◆◆ 四国大学後援会総会開催  四国大学後援会総会開催 ◆◆
　令和４年度後援会総会が、令和 4 年 11月11日（金）に会長をは
じめ役員・会員15名、大学側から佐藤理事長他関係者17名の出
席のもと開催されました。議事では、令和３年度決算報告、令和
４年度予算案、役員改選などが審議され、原案どおり承認されま
した。役員改選では前任者の後任として小原直樹総務・企画部長、
桑原渉総務課長、小山勉良学生支援課長が幹事として就任され
ました。次に、大学の現状報告として松重学長から「四国大学の
概要と最近の取り組み－特徴・魅力ある、選ばれる大学を目指し
て－」と題して、四国大学のブランディング事業、大学改革と今
後の視点、四国大学ＤＸ推進計画、学園創立100周年（2025年）
に向けてなどの報告がありました。会員からは後援会に寄せる活
発なご意見をいただき盛会裡に終了しました。

「きみのやる気を応援します！」◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦

令和4年度　四国大学学生プロジェクト支援事業（学生GP）
◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦

　令和４年度学生プロジェクト支援事業では、18件のプロジェクトが採択されました。前期にて活動を終了した短
期プロジェクト「遊んで学ぼう、鮎喰川。」は芳藍祭期間中にパネル展示による活動報告をし、その他17件も中間報
告を行いました。
　今年度は例年以上に多くのプロジェクトが採用され、各プロジェクトが目的を果たすべく学生目線で多種多様な活
動を展開し、教育・研究や地域貢献など多岐に渡る分野で活動に取り組んでいます。今後も長期プロジェクト17件
は活動を続け、令和 5年 4月18日㈫に本学の共通講義棟において活動報告会を開催する予定です。

甘姫品質判別 AIシステム構築プロジェクト

子ども食堂　TAG-RI-BA活動　ゴールデン Zクラブ 防災の輪を広げよう in四国大学

認証式


